
貸借対照表（バランスシート）
資産の部 負債の部

１　固定資産
　（有形固定資産・無形固定資産・投資など）
２　流動資産
　（現金預金・未収金・基金など）

55,984

4,077

１　固定負債
　（地方債・長期未払金・引当金など）
２　流動負債
　（１年内償還予定地方債・未払金など）

25,067

2,437

負債合計 27,504
純資産の部

純資産合計 32,558
資産合計 60,061 負債および純資産合計 60,061

■貸借対照表（バランスシート）とは？
市が住民サービスを提供するために保有している財産（資
産）と、その資産をどのような財源（負債・純資産）でま
かなってきたかを総括的に対照表示したものです。

■行政コスト計算書とは？
１年間の行政活動のうち、人的サービスや各種給付サービス
などの、資産形成に結びつかない行政サービスに係る経費と、
その行政サービスの直接対価として得られた財源を対比させ
たものです。

■資金収支計算書とは？
歳計現金（＝資金）の出入りの情報を、性質の異なる３つの区
分（業務活動収支、投資活動収支、財務活動収支）に分けて示
したものです。

■純資産変動計算書とは？
貸借対照表の純資産の部に計上されている数値が、1年間
でどのように変動したかを示したものです。　

単位：百万円

本市の財政状況を分かりやすく市民の皆さんに理解してもらうため、国が定めた「統一的な基準」により、本市の財政状況を分かりやすく市民の皆さんに理解してもらうため、国が定めた「統一的な基準」により、
財務書類を作成しました。財務書類を作成しました。

伊奈庁舎財政課　☎58‐ 2111（内線2204）問

純資産変動計算書
期首純資産残高 32,293

　純行政コスト（△）
　財源　
　（税収・国県などの補助金）
　固定資産などの変動（内部変動）
　資産評価差額・無償所管換など
　他団体出資など分の増加・減少
　比例連結割合変更に伴う差額　ほか　

△16,429
16,691
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当期変動額 265
期末純資産残高 32,558

単位：百万円

資金収支計算書
１　業務活動収支
　（１）業務支出
　（２）業務収入
　（３）臨時支出
　（４）臨時収入
２　投資活動収支
　（１）投資活動支出
　（２）投資活動収入

３　財務活動収支
　（１）財務活動支出
　（２）財務活動収入

1,767
15,378
17,145

△1,028
2,248
1,221

△873
1,632
759

本年度資金収支額 △134
前年度末資金残高 706
本年度末資金残高 572

単位：百万円 行政コスト計算書
経常費用 17,005

　業務費用
　（人件費・物件費など）
　移転費用
　（補助金・社会保障給付など）

9,510

7,495

経常収益
（使用料・手数料など） 564

　臨時損失 5
　臨時利益 16
　純経常費用（純行政コスト） 16,429

※記載金額は、表示単位未満を四捨五入して表示して
いるため、合計額と一致しない場合があります。

単位：百万円

  平成30年度の財務４表
（一般会計等）を公表します
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